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研究成果概要 

XMASS検出器の低エネルギー領域におけるエネルギー応答等に対する較正を、Fe-55線

源を用いて取得した実データとシミュレーションを比較することにより、これまでより

も小さな系統誤差で行った。 

 

平成 28年度は、Fe-55線源起源の平均 1.65 keV 事象を用いて、検出器のエネルギー応

答が詳細に調べられた。~1.65 keV の事象は、Fe-55 線源から放出される 5.9keV の特

性X線が液体キセノン中で光電吸収されたあとに引き続き放出される Xe L殻 特性X線 

(ex. L1=4.1keV) が線源方向に飛ぶことにより線源自身で吸収され、液体キセノン中で

シンチレーション光を出さない場合に生じる。 5.9keV から 4.1~4.3 keVを差し引いた

平均で 1.65 keV の事象が作ると思われるピーク構造が XMASS 検出器で実際に観測さ

れた。 

次に、実データをシミュレーションで理解するために、検出器のトリガー効率等を考慮

に入れて ~1.65 keV 事象に対するエネルギー応答、分解能といった異なるパラメータを

用いて生成されたシミュレーションのセットから、実データとのカイ二乗フィッティン

グによって最適なものが選ばれた。 

1.65 keV に対する光電子イールドとして、5.5±0.6 pe/keV という値が系統誤差付きで

得られた。この較正結果は、XMASSの低エネルギー事象を利用した様々な物理解析に活

用されている。 
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